
と
か
ち
酒
文
化
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
酒
が
な
い
な
ら
ゼ
ロ
か
ら
造
る

│
│
。「
と
か
ち
酒
文
化
再
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
帯
広
信
用

金
庫
の
挑
戦
は
、
増
田
正
二
会
長

（
当
時
は
理
事
長
）
が
ふ
と
感
じ
た

羨
望
の
念
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

他
の
地
域
を
訪
問
す
る
と
そ
の
土

地
の
地
酒
（
日
本
酒
）
で
迎
え
ら
れ
、

舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
。
増
田

会
長
自
身
は
〝
飲
め
る
口
〞
で
は
な

い
の
だ
が
、
も
て
な
し
て
く
れ
る
人

が
地
酒
に
つ
い
て
語
る
蘊
蓄
が
郷
土

愛
に
あ
ふ
れ
、
心
地
よ
く
聞
こ
え
た
。

十
勝
に
は
、
有
名
な
十
勝
ワ
イ
ン
の

ほ
か
に
、
地
ビ
ー
ル
や
焼
酎
な
ど
で

も
地
元
産
は
あ
る
が
、
地
酒
だ
け
が

な
か
っ
た
。
十
勝
で
は
１
９
８
１
年

を
最
後
に
酒
蔵
が
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
か
ら
だ
。

　

十
勝
と
言
え
ば
、
肥
沃
な
十
勝
平

野
の
恩
恵
を
受
け
て
、
畑
作
と
畜
産

を
中
心
に
大
規
模
農
業
が
発
展
し
た

地
域
で
あ
る
。
酪
農
の
分
野
で
も
、

日
本
最
大
級
の
チ
ー
ズ
工
場
や
有
名

チ
ー
ズ
工
房
が
点
在
し
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
生
産
量
は
全
国
の
６
割

以
上
を
占
め
る
。
帯
広
市
を
含
む
十

勝
19
市
町
村
は
、「
食
と
農
林
漁

業
」
を
柱
と
し
た
地
域
産
業
政
策
の

考
え
方
を
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
」
と
総
称
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
旗

印
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
十
勝
を
地
盤
と
す
る
帯
広
信

金
の
「
食
と
農
林
漁
業
」
支
援
へ
の

熱
量
は
高
い
。
同
信
金
で
産
学
官
・

農
商
工
と
金
融
の
連
携
を
推
進
す
る

地
域
経
済
振
興
部
の
太
田
智
也
副
部

長
は
、
十
勝
の
課
題
を
「
原
料
供
給

基
地
か
ら
の
脱
却
。
す
な
わ
ち
６
次

産
業
化
な
ど
高
付
加
価
値
化
の
取
組

み
が
不
足
し
て
い
る
点
に
あ
る
」
と

強
調
す
る
。
そ
し
て
十
勝
の
将
来
に

つ
い
て
「
一
次
産
品
を
起
点
と
す
る

地
域
振
興
に
行
き
着
く
の
は
必
然
で

あ
り
、『
食
』
産
業
の
強
化
に
つ
な

が
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

増
田
会
長
の
地
酒
造
り
の
真
意
も
、

十
勝
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。「
十
勝
で
失
わ
れ

た
日
本
酒
文
化
を
再
現
す
る
こ
と
で
、

食
の
大
地
に
な
か
っ
た
地
酒
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銀
行
系
も
続
々
参
入

　

銀
行
界
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
先
陣

を
切
っ
た
の
は
、
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
横
浜
銀
行
の
「
は
ま
ペ
イ
」
だ
。
同
行
は

Ｇ
Ｍ
Ｏ
ペ
イ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
シ
ス
テ
ム

を
共
同
開
発
し
、「
銀
行
ペ
イ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
他

行
に
も
ス
キ
ー
ム
を
提
供
。
18
年
３
月
か
ら
福
岡

銀
行
が
「
よ
か
ペ
イ
」、
19
年
５
月
か
ら
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
が
「
ゆ
う
ち
ょ
ペ
イ
」
と
し
て
導
入
す
る

な
ど
、
導
入
予
定
を
含
め
11
行
が
利
用
す
る
。

　

加
盟
店
は
５
月
末
現
在
で
約
１
万
店
。
こ
れ
ま

で
各
行
は
地
元
の
中
小
店
舗
を
中
心
に
開
拓
し
て

き
た
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
導
入
と
同
じ
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
ヤ
マ
ダ
電
機
や
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
な
ど

多
店
舗
チ
ェ
ー
ン
で
利
用
可
能
と
な
り
、
大
幅
に

店
舗
数
が
拡
大
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
銀
行
ペ
イ

は
先
発
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
も
の
の
、
昨
年

ま
で
利
用
者
へ
の
大
々
的
な
Ｐ
Ｒ
は
控
え
て
き
た
。

「
使
え
る
店
の
少
な
い
ア
プ
リ
だ
と
思
わ
れ
て
ス

マ
ホ
か
ら
削
除
さ
れ
れ
ば
、
二
度
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
も
ら
え
な
い
」（
関
係
者
）
か
ら
だ
。
だ

が
、
加
盟
店
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
で
よ
う
や
く

攻
勢
に
転
じ
ら
れ
る
。
各
行
は
加
盟
店
を
相
互
開

放
し
て
、
全
国
で
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
構

え
だ
。

　

一
方
、
み
ず
ほ
銀
行
が
主
導
し
、
約
60
の
地
方

銀
行
が
参
加
す
る
送
金
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
「
Ｊ

コ
イ
ン
ペ
イ
」
だ
。
み
ず
ほ
銀
行
が
大
手
チ
ェ
ー

ン
な
ど
と
交
渉
し
、
地
方
銀
行
が
地
場
取
引
先
を

開
拓
す
る
棲
み
分
け
で
加
盟
店
の
開
拓
を
図
っ
て

い
る
。

　

単
独
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
動
き
も
あ
る
。

鹿
児
島
銀
行
は
決
済
事
業
を
手
掛
け
る
イ
ン
フ
キ

ュ
リ
オ
ン
と
組
み
、
独
自
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

「
ペ
イ
ど
ん
」
を
開
発
。
同
行
は
６
月
27
日
、
本

店
別
館
ビ
ル
の
建
替
え
に
伴
い
、
飲
食
・
物
販
な

ど
14
カ
店
が
入
居
す
る
商
業
施
設
「
よ
か
ど
鹿
児

島
」
を
開
業
す
る
。
こ
の
テ
ナ
ン
ト
を
加
盟
店
と

し
て
、
ペ
イ
ど
ん
の
利
用
を
開
始
。
同
施
設
は
現

金
を
利
用
し
た
買
い
物
が
で
き
な
い
〝
完
全
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
〞
が
特
徴
だ
。
利
用
者
は
ペ
イ
ど
ん

の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、

Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
、
ア
リ
ペ
イ
な
ど
を
利
用
で
き
る
が
、

現
金
し
か
持
た
な
い
来
店
客
に
は
、
楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ

の
カ
ー
ド
を
新
規
発
行
し
て
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

銀
行
界
一
丸
で
推
進
す
る

「
バ
ン
ク
ペ
イ
」

　

そ
し
て
満
を
持
し
て
登
場
す
る
の
が
、
銀
行
界

一
丸
で
推
進
す
る
「
バ
ン
ク
ペ
イ
」
だ
。
運
営
す

る
の
は
日
本
電
子
決
済
推
進
機
構
（
機
構
）。
当

初
は
10
月
か
ら
実
証
実
験
を
始
め
、
来
年
４
月
か

ら
導
入
の
予
定
だ
っ
た
が
、
消
費
増
税
に
伴
い
実

施
さ
れ
る
５
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
合
わ
せ
て
10
月

に
前
倒
し
導
入
さ
れ
る
。
銀
行
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
提
示
し
、
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
「
Ｊ
デ
ビ

ッ
ト
」
の
仕
組
み
を
活
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

抑
え
る
。

　

参
加
す
る
の
は
、
メ
ガ
バ
ン
ク
か
ら
信
金
・
信

組
、
農
協
ま
で
約
１
０
０
０
金
融
機
関
。
こ
の
う

ち
約
１
４
０
機
関
が
６
月
下
旬
か
ら
加
盟
店
開
拓

に
着
手
す
る
。
現
在
の
Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
の
加
盟
店
約

56
万
カ
店
は
約
50
機
関
が
開
拓
し
て
お
り
、
今
度

は
そ
の
３
倍
で
加
盟
店
を
掘
り
起
こ
す
。

　

バ
ン
ク
ペ
イ
で
は
、
利
用
者
に
提
供
す
る
ア
プ

リ
が
大
き
く
分
け
て
３
種
類
用
意
さ
れ
る
。
一
つ

は
「
金
融
機
関
ペ
イ
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

昨
年
来
、
ペ
イ
ペ
イ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
が
利
用
者
へ
の
大
規
模
な
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り

出
し
て
い
る
。
20
年
春
に
は
楽
天
ペ
イ
ア
プ
リ
に
ス
イ
カ
が
搭
載
さ
れ
て
チ
ャ
ー
ジ
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
覇
権
争
い
が
混
沌
と
し
て
き
た
。
一
方
、
銀
行
が
主

導
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
も
相
次
い
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
群
雄
割
拠
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

た
だ
、
銀
行
系
は
ネ
ッ
ト
大
手
の
よ
う
な
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
た

め
、
ど
こ
ま
で
支
持
さ
れ
る
の
か
は
不
透
明
。
は
た
し
て
銀
行
系
に
活
路
は
あ
る
の
か
。

銀
行
系
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は

「
Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
」
の
二
の
舞
い
か
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Ｇ
20
財
務
相
会
議
、
貿
易
問
題
は

大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
先
送
り
へ

新
興
国
の
過
剰
債
務
や
デ
ジ
タ
ル
課
税
へ
の

対
応
で
は
一
定
の
進
展

６
月
８
、
９
日
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
。
世
界
経
済
の
下
方
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

る
保
護
主
義
や
米
中
の
貿
易
摩
擦
に
つ
い
て
は
直
接
の
言
及
に
至
ら
ず
、問
題
は
６
月
末
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
へ
先
送
り

す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
他
方
、新
興
国
が
過
剰
債
務
に
よ
り
経
済
的
に
支
配
さ
れ
る
「
債
務
の
わ
な
」
の
問
題
に
つ
い
て

は
中
国
も
含
め
原
則
を
受
け
入
れ
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
課
税
で
も
議
論
が
進
む
な
ど
、一
定
の
成

果
を
上
げ
て
共
同
宣
言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

平
時
モ
ー
ド
で
の 

10
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

　

日
本
が
Ｇ
20
の
議
長
国
と
な
る
の

は
今
年
が
初
め
て
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
な
ど
、
危
機
時
に
お
け
る
Ｇ

20
で
の
政
策
協
調
は
、
各
国
の
危
機

感
が
強
い
だ
け
に
比
較
的
容
易
に
議

論
が
進
み
や
す
い
。
他
方
、
足
も
と

は
「
平
時
モ
ー
ド
」
だ
が
、
経
済
成

長
の
鈍
化
や
下
方
リ
ス
ク
が
指
摘
さ

れ
る
。
経
済
成
長
の
分
配
が
か
た
よ

り
、
結
果
と
し
て
自
国
第
一
主
義
が

台
頭
す
る
な
ど
、
国
際
経
済
秩
序
や

国
際
協
調
に
影
を
落
と
し
つ
つ
あ
る
。

Ｇ
20
は
参
加
国
数
も
多
い
が
、
日
本

政
府
は
、
議
論
が
拡
散
し
た
り
抽
象

的
な
議
論
に
終
始
し
た
り
せ
ず
、
国

際
協
調
・
政
策
協
調
の
モ
メ
ン
タ
ム

を
維
持
し
、
具
体
的
な
政
策
提
言
に

資
す
る
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
重
ね
て
会
議
に
臨
ん
だ
。

　

テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、
大
き
く

①
世
界
経
済
が
抱
え
る
リ
ス
ク
と
課

題
、
②
成
長
力
強
化
の
た
め
の
具
体

的
取
組
み
、
③
技
術
革
新
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
も
た
ら
す
経
済
社
会
の
構

造
変
化
へ
の
対
応
│
│
の
三
つ
。
こ

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
具
体
的
な
10
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
設
定
さ
れ
、
共
同
声

明
で
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
解
が
示

さ
れ
た
（
図
表
）。

米
中
貿
易
摩
擦
へ
の 

言
及
に
は
至
ら
ず

　

①
世
界
経
済
が
抱
え
る
リ
ス
ク
と

課
題
の
う
ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン

バ
ラ
ン
ス
（
経
常
収
支
不
均
衡
）
問

題
へ
の
対
応
」
は
、
過
去
に
は
Ｇ
20

の
場
で
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
は
米
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
問
題
視
す
る
米
国
の

貿
易
赤
字
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
も

の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
経
常
収
支
の
不

均
衡
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

を
単
に
２
国
間
の
貿
易
問
題
と
し
て

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
多
国
間
の

枠
組
み
で
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
各

国
の
経
済
構
造
に
基
づ
く
貯
蓄
・
投

資
バ
ラ
ン
ス
の
構
造
的
な
要
因
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
日

本
で
は
貿
易
赤
字
は
比
較
的
小
さ
い

が
、
所
得
収
支
の
黒
字
が
経
常
収
支

の
黒
字
を
大
き
く
押
し
上
げ
て
い
る
。

他
方
、
米
国
や
英
国
で
は
貿
易
赤
字

が
大
き
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
収
支
が
そ

の
一
部
を
相
殺
し
て
い
る
。
共
同
声

明
に
は
こ
う
し
た
観
点
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

　

他
方
、
米
中
間
で
の
貿
易
摩
擦
が

激
化
す
る
中
で
、「
世
界
経
済
リ
ス

ク
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
と
し
て
共

同
声
明
で
も
世
界
経
済
の
リ
ス
ク
と

し
て
貿
易
と
地
政
を
巡
る
緊
張
の
増

大
に
言
及
し
た
も
の
の
、
米
中
の
問

題
に
関
す
る
直
接
的
な
指
摘
や
「
保

護
主
義
に
対
抗
す
る
」
と
い
っ
た
文

言
を
盛
り
込
む
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
お
い
て
同
日
程

で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
貿
易
・
デ
ジ
タ

ル
経
済
大
臣
会
合
で
の
対
応
も
同
様

で
、問
題
は
６
月
28
、29
日
の
Ｇ
20
大
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